
　 
新年がスタートして１か月が過ぎ、寒さに負けず、元気に生活しています。これから年度末にか

けて、１年間の総まとめの時期となります。新年度を見据えて子どもたちの支援に精一杯あたって

いきたいと思いますので、引き続き、本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜大縄跳びの様子＞ 

 

 
　２月１３日に３校によるオンライン交流会が行われました。本校６年生は「柿岡地区にあ

る古墳」について、吉生小は「吉生の文化財」について、瓦会小は「地域の未来と歴史を考

えよう」のテーマで瓦塚についてや瓦のマスコット作りの体験を発表しました。それぞれ調

べたことを紹介し、クイズを出したり、質問をしたりしました。和やかにやりとりをするこ

とができ、自分の地域だけでなく、石岡市の歴史について知ることができました。中学校で

一緒に生活することになる他校の児童と交流をすることができて良かったと思います。 
 

 
  ２月１７日に「八幡様のじゃかもこじゃんと長倉塚」のお話を、司書の仲村先生に読み聞

かせをしていただきました。この紙芝居は、柿岡の八幡宮で毎年旧暦８月１５日の十五夜に

開催される太々神楽を題材にした、本校のオリジナルの紙芝居です。多くの児童は実際の

太々神楽を見に行ったことがあり、その時のことを思い出しながら、楽しそうに話を聞いて

いました。 
 

 
２月１２日に、５年生が、オンライン交流会を行いました。小幡小は「堀之内館」、吉生小

は「吉生砦」、林小は学区内の「片野城」について、柿岡小は学校がある場所にあった柿岡城

について調べたことをまとめ伝え合いました。各校の発表を聞くことで、それぞれに関わりが

あったことが分かり、自分たちが調べたことを多面的に理解することができました。 
 

 

　２月４日の新入生保護者説明会の時に、新入生と１･２年生の交流会を実施しました。最初

に１・２年生が１年生の行事や学校生活について紹介しました。そして、新入生と１・２年

生が手をつなぎ、学校の中を案内しました。特別教室や上級生の授業の様子を参観し、楽し

そうでした。１・２年生も優しく話しかけながら案内していて、上級生としての成長が感じ

られました。 

 

 

　２月１２日に第３回学校運営協議会が行われました。「興味がある本から、どんどん本を読んでいってほしい」「子ども

たちが落ち着いて授業に取り組んでいる」「６年生の仲が良く、下級生の手本となっている」など、たくさんのご意見をい

ただきました。いただいたご意見を、今後の教育活動に生かしていきたいと思います。 
 

 

１１月２２日（土）に１５０周年記念式典を行う予定で準備が進められています。右の絵は、 

６年生 来栖海音さんのデザインによるキャラクター「カキーチョ」です。柿岡小の柿と銀杏の葉

をイメージしています。皆さんで盛り上げていきたいですね。
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